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 大規模科学計算システムニュースに掲載された記事の一部を転載しています。 http://www.ss.isc.tohoku.ac.jp/tayori/ 
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 GRRM は、2002 年に東北大学（教授：大野公一、修士１年：前田理、当時）で制作が開始され、
その後開発が進められて、2011 年には GRRM11（開発者： 前田理、長田有人、諸熊奎冶、大野公
一）として広く利用されるようになりました。GRRM には、以下のような特長があります。 
 






2012 年 8 月 7 日（火）よりサービスを開始しますのでご利用下さい。 
 
サービス開始日  ：   2012 年 8 月 7 日 （火） 
ホスト名        ：   gen (並列コンピュータ) 
バージョン    ：   11.01 
 
利用方法についての詳細は開発元 Web ページ、および当センターの GRRM11 紹介 Web ページをご
参照下さい。 
 
【開発者 Web ページ】 
http://grrm.chem.tohoku.ac.jp/SRPS/GRRM.HTM 
 
【当センターGRRM11 紹介 Web ページ】 
http://www.ss.isc.tohoku.ac.jp/grrm11.html 
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■2012 年 8 月 26 日にスーパーコンピュータ用のコンパイラ、ライブラリを下記のバージョンへ
アップデートします。 
 
FORTRAN90/SX    Rev.451 
C++/SX          Rev.093 




























    MPI_REDUCE_SCATTER_BLOCK （全プロセス同一サイズの REDUCE_SCATTER） 
    MPI_REDUCE_LOCAL         （自プロセス内リダクション演算実行） 
    MPI_OP_COMMUTATIVE       （リダクション操作の可換性問合せ） 
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・集団通信機能強化 
    下記手続きで MPI_IN_PLACE 引数をサポート。 
    MPI_ALLTOALL 
    MPI_ALLTOALLV 
    MPI_ALLTOALLW 
    MPI_EXSCAN 
 
・プロセストポロジー新規手続き 
    Distributed Graph トポロジー生成および問合せ手続きの追加。 
    MPI_DIST_GRAPH_CREATE 
    MPI_DIST_GRAPH_CREATE_ADJACENT 
    MPI_DIST_GRAPH_NEIGHBORS 
    MPI_DIST_GRAPH_NEIGHBORS_COUNT 
 
・新規データ型 













  Marc/Mentat のバージョンを MSC.Marc2012/Mentat2012 として運用を始めましたのでお知ら




2012 年 8 月 27 日（月）よりサービスを開始しておりますのでご利用ください。 
 
サービス開始日  ：   2012 年 8 月 27 日 （月） 
ホスト名        ：   gen.isc.tohoku.ac.jp (並列コンピュータ) 
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▼ MSC.Marc2012/Mentat2012 
バージョン ： 2012 




マニュアル  ： PDF 形式マニュアルを gen 上で提供しています。 
          並列コンピュータ gen.isc.tohoku.ac.jp にログインし、 
        acroread コマンドでご覧ください。各マニュアルは、 
        gen.isc.tohoku.ac.jp の以下のディレクトリにあります。 
 
gen: /usr/ap/MSC2012/mentat2012/doc/ 
 [1] marc_2012_doc_release.pdf   : Release Guide(2012 英語) 
 [2] marc_2012_doc_user.pdf   : User's Guide(2012 英語) 
 [3] marc_2012_doc_release_jpn.pdf   : リリースガイド(2012 日本語) 
英文マニュアル 
 [4] vola.pdf         :  Volume A：Theory and User Information 
 [5] volb.pdf         :  Volume B：Element Library 
 [6] volc.pdf         :  Volume C：Program Input 
 [7] vold.pdf         :  Volume D：User Subroutines and Special Routines 




 [1] vola.pdf      : A 編 理論およびユーザー情報 
 [2] volb.pdf      : B 編 要素ライブラリ 
 [3] volc.pdf      : C 編 プログラム入力 
 [4] vold.pdf      : D 編 ユーザーサブルーチンおよび特別ルーチン 
 [5] vole.pdf      : E 編 例題集 
 [6] marc_ug.pdf      : ユーザーガイド 
 [7] mt_help_ref.pdf  : Mentat 2003 ヘルプリファレンス 
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http://www.ss.isc.tohoku.ac.jp/guide/archives.html     
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